
名称：　鹿児島市立松元幼稚園
町 ### 番地 10

所在地： 丁目 番 号

電話番号：０９９－２７８－１１１７

１学期：

　３歳児保育も始まり，水道の使い方（蛇口をひねる等），トイレの水の

流し方を知らせることから始まった。

　また，新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として，手の上手な洗い

方と一緒に，水の量や使わないときは水道の水を出さないことなど，水の

大切さについて話をした。

　年長児は昨年の経験もあり，水の量を加減して出したり友達の閉め

忘れた蛇口の水を止めたり，また，しっかり止められていないことを

教えたりする姿が見られた。

２学期：

　　実際に子どもたちが使う紙やカップ等の容器を見ながら，紙とプラ

スチックのどちらに分別されるのか，クイズを行った。

　分別して捨てられるように保育室のゴミ箱を分けて準備した。

　

　分別の判断がつかない物については，　「これ，どっち？」と聞いて

きたり，ゴミ箱に間違った入れ方をしている物があった時には，「間

違ってるよ。」と入れ直す姿が見られた。また，紙とプラスチック容器が

くっついた物を捨てる時に，分ける様子も見られるようになった。
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３学期：

　家庭から持ってきた空き箱などの廃材を子ども達自身で分別して

片付けられるように，保育室の環境を整えた。また，それらを使って，

いつでも遊べるように，取り出しやすいところに準備しておいたり，

全クラスがそれぞれケーキや車などの手作りおもちゃを作り，お店

ごっこを行った。

　空き箱やラップ芯等の廃材を指定のカゴに入れられるよう写真等

を掲示したことで，幼児が自ら分別する姿が見られるようになって

きている。

　廃材の特性を利用して，様々なおもちゃを作ってお店ごっこを楽し

むことができた。

　

　職員も色画用紙の切れ端をすぐ捨てずに，色別に箱に分けて保管

したり，今年度は数年分のネームシール未使用のものを使用したり，

プリント紙のメモ帳を作ったりとエコへの意識を持って生活するように

なっている。

　子ども達も日常生活の中で，それぞれの年齢に合わせて，担任と

一緒にできることを頑張るようになってきていると感じている。

　来年度もできることを継続して取り組んでいきたい。
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